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2019/20 シーズン（2019 年第 36 週～2020 年第 17 週）に分離・検出された季節性インフ

ルエンザウイルスについて Hemagglutinin（HA）遺伝子の系統樹解析を実施した． 
AH1pdm09 インフルエンザウイルスは全てクレード 6B.1A の S183P-5 群に分類され，HA

アミノ酸置換（D187A，Q189E）を有する集団に属していた． 
AH3 亜型インフルエンザウイルスは，全て 3C.2a1b に分類されており，前シーズンのワ

ク チ ン 株で あ る A/Singapore/INFIMH-16-0019/2016 と近 縁 で あ り ， 3C.2a1b 内 の

3C.2a1b+135K+137F 群に分類された． 
B 型インフルエンザウイルス（B 型ビクトリア系統）は，クレード 1A 内の HA アミノ

酸置換（K136E）を有するサブクレード 1A.3 に属し，3 つの HA アミノ酸（162〜164 番目

のアミノ酸）が欠損したウイルスであった． 
AH1pdm09 インフルエンザウイルスについて Neuraminidase（NA）アミノ酸置換におけ

るオセルタミビル薬剤耐性変異（H275Y）を調べた結果，院内での集団発生事例からオセ

ルタミビル投与歴のある患者より分離された 1 株が H275Y 耐性変異を有するウイルスで

あった．また AH1pdm09 インフルエンザウイルス，AH3 亜型インフルエンザウイルス，B
型インフルエンザウイルス（B 型ビクトリア系統）について抗インフルエンザ薬バロキサ

ビル耐性変異の指標とされる PA 遺伝子の 38 番目のアミノ酸解析を実施したが，耐性ウイ

ルスは確認されなかった． 
 

 
キーワード：季節性インフルエンザウイルス，遺伝子系統樹解析，薬剤耐性ウイルス， 

2019/20 シーズン 
 

はじめに 

本県では，非流行期における季節性インフル

エンザに関する調査情報を感染症対策に活用

するために，迅速に情報発信することやインフ

ルエンザウイルス株の解析に努め報告 1-6）して

きた．これまでは通年におけるインフルエンザ

検体の収集が困難であったため，断片的な情報

発信に留まっていたが，感染症の予防及び感染

症の患者に対する医療に関する法律（以下，「感

染症法」）の改正（2016 年 4 月 1 日施行）に

より，国内で流行している季節性インフルエン

ザウイルスの疫学調査の充実を図ることが規

定された．このことにより検体採取のための指

定提出機関制度 7）が創設され，通年における

インフルエンザサーベイランス体制が整備さ

れた．インフルエンザワクチン株と流行株との

抗原性状の差異は，インフルエンザウイルスの

流行動態および流行規模に密接な関係があり，

通年における動向監視が必要な感染症である 8）．

そこで我々は三重県感染症発生動向調査事業

に基づき，2019/20 シーズンに分離・検出され

た季節性インフルエンザウイルスについて，ヘ
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マグルチニン（Hemagglutinin：HA）遺伝子系

統樹解析および薬剤耐性ウイルスの動向調査

を実施した．あわせて，県内の流行状況の把握

のため患者発生状況についても集計したので

以下に報告する． 
 

対象と方法 

１．季節性インフルエンザウイルスの分離・

検出および亜型同定 

三重県感染症発生動向調査事業において，

2019 年第 36 週～2020 年第 17 週（2019/20 シ

ーズン）の間に県内の医療機関を受診し，イン

フルエンザと診断された患者 63 人から採取し

た呼吸器由来の臨床検体を用いて，季節性イン

フルエンザウイルスの分離・検出を行った．   
なお，調査対象者の臨床情報および臨床検体

の使用に関しては三重県感染症発生動向調査

事業における病原体検査指針に従い，調査対象

者または保護者による承諾書への署名を得た．

検査依頼医療機関記入の調査票（患者情報）の

使用にあたっては，倫理的配慮として，個人情

報保護に留意し実施した． 
1.1 季節性インフルエンザウイルスの分離 

インフルエンザウイルス分離には MDCK
（Madin-Darby canine kidney）細胞を用いた．

分離のために同細胞を 24 ウエルの培養用プレ

ートを用いて CO2 インキュベーター内で

34 ℃，3～4 日間単層培養した後，臨床検体 0.1 
ml を接種し，60 分間吸着後にトリプシン添加

分離用培地を 1 ml 加えた．その後，6～7 日間

のウイルス分離培養を行い，倒立顕微鏡下にお

いて細胞変性効果の有無を観察した 9）． 
1.2 季節性インフルエンザウイルスの検出およ

び亜型同定試験 

季節性インフルエンザウイルス分離株につ

いては赤血球凝集抑制（ Hemagglutination 
inhibition ：HI）試験による亜型同定試験 9）を

実施した．あるいは季節性インフルエンザウイ

ルス分離株および臨床検体から QIAamp Viral 
RNA Mini Kit（QIAGEN）を用いて RNA を抽

出し，Conventional RT-PCR 法および Real-Time 
RT-PCR 法による季節性インフルエンザウイ

ルスの HA 遺伝子の検出 9）を行い，AH1pdm09
インフルエンザウイルス（AH1pdm09 ウイル

ス），AH3 亜型インフルエンザウイルス（AH3
亜型ウイルス），B 型インフルエンザウイルス

（B 型山形系統および B 型ビクトリア系統）の

亜型同定を行った．  
 

２．季節性インフルエンザウイルスの 
HA 遺伝子系統樹解析 

本シーズンに本県で分離あるいは検出され

た季節性インフルエンザウイルスについて，

HA 遺伝子の塩基配列を決定し遺伝子系統樹

解析を実施した 9）． 
HA 遺伝子系統樹解析には，塩基配列解析ソフ

トウェア Molecular Evolutionary Genetics Analysis
（MEGA）version 5 を用いた．HA 遺伝子の系統

樹作成には，近隣結合法（Neighbor-Joining：NJ 
法）により行い，Bootstrap test は 1,000 回実施し

た． 
国内外で流行しているウイルスと比較する

ため，Global Initiative on Sharing All Influenza 
Data (GISAID) EpiFlu database に登録された国

内外の季節性インフルエンザウイルス株の

HA 遺伝子配列データを入手し，HA 遺伝子系

統樹解析を行った 9）． 
 

３．中和試験および HI試験による抗原解析 
本シーズンに本県で分離した AH3 亜型ウイ

ルス株を用いて中和試験による抗原解析を実

施した． 
試験は国立感染症研究所インフルエンザウ

イルス研究センターにおいて，MDCK-SIAT1
細胞を用いた中和 / ウイルス感染細胞巣減数

試験（MNT/Focus reduction assay）を実施した． 
試験は既報 10）に準じた方法により，本シー

ズンのワクチン株およびレファレンス株の抗

原解析用血清（感染フェレット抗血清）による

ウイルス中和反応を実施し，ウイルスが細胞に

感染した際に形成される感染細胞巣（Focus）
の減数率に基づいて，中和抗体価を算定した．  

AH1pdm09 ウイルスおよび B 型インフルエ

ンザウイルスについては HI 試験による抗原解

析を実施した 9）． 
 

４．オセルタミビル耐性ウイルス（AH1pdm09 

インフルエンザウイルス）の検出 

オセルタミビル耐性ウイルスはノイラミニ

ダーゼ（Neuraminidase：NA）蛋白に特徴的な

アミノ酸変異（H275Y）をもつことから，本耐

性株の検出は，NA 遺伝子を対象とした部分シ

ークエンス法もしくは国立感染症研究所イン

フルエンザウイルス研究センターが開発した

TaqMan RT-PCR法を用いたH275Y耐性変異の

スクリーニングの 2 法 9）より実施した．  
本耐性ウイルスの検出には AH1pdm09 ウイ

ルス分離株（35 株）から抽出した RNA を用い

た．部分シークエンス法では RT-PCR により増

幅した NA 遺伝子（1143 bp）の塩基配列から，

275 番目のアミノ酸におけるヒスチジン（H）

からチロシン（Y）への置換（H275Y）の有無
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を検索した．TaqMan RT-PCR 法では allelic 
discrimination により H275Y 変異を検出した． 
 

５．NA阻害薬に対する薬剤感受性試験  

本シーズンに分離した一部の季節性インフ

ルエンザウイルス株（AH1pdm09 ウイルス，

AH3 亜型ウイルス，B 型ビクトリア系統）に

ついて 4種類のNA阻害薬（オセルタミビル，

ペラミビル，ザナミビル，ラニナミビル）に

対する感受性試験を国立感染症研究所インフ

ルエンザウイルス研究センターにおいて実施

した． 
試験は NA-Fluor Influenza Neuraminidase 

Assay Kit (Applied Biosystems)を用いた蛍光法

により行った．各々の NA 阻害薬に対する解

析ウイルス株の感受性は，ウイルスの NA 活

性を 50 ％阻害する薬剤濃度（IC 50）により

比較した 9）．判定は薬剤耐性 A 型インフルエ

ンザウイルスでは 100 倍以上，B 型インフル

エンザウイルスでは 50 倍以上の感受性低下

が確認された場合に耐性ウイルスと判定した． 
 

６．PA遺伝子解析によるI38T/M/F耐性変異 

本県で分離された季節性インフルエンザウイル

スについてQIAamp Viral RNA Mini Kit（QIAGEN）

を用いてRNAを抽出した．抽出RNAは使用時まで

－80 ℃に保存し，Polymerase acidic subunit（PA）

遺伝子の検出に使用した． 
臨床試験により季節性インフルエンザウイルス

のバロキサビル耐性変異の指標11)とされるPA遺

伝子の検出には，国立感染症研究所のPAI38T耐性

変異検出法実験プロトコールに示されたRNase 
H2 assay技術を用いて，AH1pdm09ウイルス，AH3
亜型ウイルスおよびB型ビクトリア系統につい

てRNase H-Dependent PCR(rhPCR)を行い，Allelic 
Discrimination解析12）によるPA遺伝子I38T変異の

検出を行った． 
一部の検体については，インフルエンザ診断マ

ニュアル9）に記載のConventional-RT-PCR法により

実施した．検出したPA遺伝子は塩基配列を決定

し， PA遺伝子の38番目のアミノ酸について

Isoleucine (I)がThreonine (T)，Methionin (M)あるい

はPhenylalanine(F)への置換(I38T，I38M，I38F)の有

無を調べ，バロキサビル耐性変異ウイルスの判別

を行った． 
 
７．患者発生状況 

7.1  定点あたりのインフルエンザ患者数 

三重県感染症発生動向調査事業による三重

県内の患者定点医療機関（72 定点）から県内

保健所へ報告された患者報告数 13）を用い，本

シーズンと過去 5 シーズンの患者報告数の推

移をグラフ化した． 
7.2 インフルエンザ定点における迅速診断キッ 

ト測定状況 

三重県感染症発生動向調査事業により，三

重内のインフルエンザ定点（内科，小児科）

から県内保健所へ報告された迅速診断キット

測定結果 13）を用い，本シーズンと前シーズン

の陽性者の推移をグラフ化した． 
 

結 果 

１．季節性インフルエンザウイルスの週別の 

分離・検出状況 

調査期間中に分離・検出された季節性インフ

ルエンザウイルスの検体採取週別の分離・検出

状況を表 1 に示した． 
調査対象者 63 人から採取された呼吸器由来

の臨床検体を用いて季節性インフルエンザウ

イルスの分離・検出を実施したところ，63 人

（100 %）から季節性インフルエンザウイルス

が確認された． 
分離・検出された A 型インフルエンザウイ

ルスは，AH1pdm09 ウイルス 42 件（66.7 %），

AH3 亜型ウイルス 4 件（6.3 %）であった． 
B 型インフルエンザウイルスは 17 件（27 %）

検出されたが， 全てビクトリア系統であった．

なお， B 型山形系統は昨シーズンから 2 シー

ズン続けて検出されなかった． 
検体採取週別の分離・検出数は，AH1pdm09

ウイルスが 2019 年第 36 週に 1 件確認され，以

降は第 37 週～40 週に 13 件確認された．その

後，第 47 週～第 52 週まで毎週 19 件確認され

た。2020 年以降は第 2 週～第 10 週までに 9 件

確認された． 
AH3 亜型ウイルスは，2019 年第 36 週に 2

件，第 37 週に 1 件確認された．その後は 2020
年第 2 週に 1 件のみであった． 

B型ビクトリア系統は，2019年第 38週2件，

第 40 週 1 件，第 42 週 1 件，第 49 週～51 週 3
件であった。2020 年の第 2 週～第 11 週までに

10 件であった． 
 
２．HA遺伝子系統樹解析 

2.1  AH1pdm09 インフルエンザウイルス  

AH1pdm09 ウイルス 21 株の HA 遺伝子系統

樹解析の結果，全て本シーズンのワクチン株

（A/Brisbane/02/2018(IVR-190)(H1N1)pdm09）
と同じクレード 6B.1（HA アミノ酸置換：S84N，

S162N，I216T）に属していた．さらに今回，

解析した全ての株は同クレードの 183P-5A に

分類され，HA アミノ酸置換（D187A，Q189E）
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を有する集団に属していた（図 1）． 
2.2  AH3 亜型インフルエンザウイルス 

近年の AH3 亜型ウイルスは HA 遺伝子系統

樹上のサブクレード 3C.2a（HA アミノ酸置

換：L3I，N144S，F159Y，K160T，Q311H，D489N）

に属し，このサブクレード 3C.2a 内の 3C.2a1
～3C.2a4 が形成されている．このうちサブク

ード 3C.2a1 は 3C.2a1a および 3C.2a1b に分類

される． 
今回，解析した 4 株は，全て 3C.2a1b に分類

されており，本シーズンのワクチン株

（A/Kansas/14/2017(X-327)(H3N2)）とは異なっ

ていたが，前シーズンのワクチン株である

A/Singapore/INFIMH-16-0019/2016 と近縁で，4
株とも 3C.2a1b 内の 3C.2a1b+135K+137F 群に

分類された．（図 2）． 
なお，サブクレード 3C.3a に属する本シーズ

ンのワクチン株（A/Kansas/14/2017(X-327)）と

類似するウイルスは確認されなかった． 
2.3  B 型インフルエンザウイルス（ビクトリ

ア系統） 

B 型ビクトリア系統 15 株を解析したところ， 
HA 遺伝子系統樹上のクレード 1A（HA アミノ

酸置換 N75L，N165K，S172P）に分類された． 

これらの株は，本シーズンのワクチン株である

B/Maryland/15/2016NYMC BX-69A（ビクトリ

ア系統）と同じクレード 1A （N129D + I117V 
+ V146I）に属していたが，解析した株はさら

に HA アミノ酸置換（K136E）と 3 つの HA ア

ミノ酸（アミノ酸 162〜164 番目）の欠損がみ

られ，遺伝子的にワクチン株とは異なる 1A.3
に分類された（図 3）． 

 
３．中和試験および HI試験による抗原解析 

本県で分離した AH1pdm09 ウイルス 5 株， 
AH3 亜型ウイルス株 3 株および B 型ビクトリ

ア系統 2 株について，国立感染症研究所インフ

ルエンザウイルス研究センターで AH1pdm09
ウイルス株と B 型ビクトリア系統株は HI 試験，

AH3 亜型ウイルス株は中和試験による抗原解

析が実施された． 
各インフルエンザウイルス株の抗原性は，

AH1pdm09 ウイルス 5 株は，各々のワクチン株

表1　季節性インフルエンザウイルスの検体採取週別検出数

週 AH1pdm09 AH3亜型
B型

(山形系統）
B型

(ﾋﾞｸﾄﾘｱ系統）
陰性 計

2019年 9月2日 ～ 9月8日 36 1 2 3

9月9日 ～ 9月15日 37 2 1 3

9月16日 ～ 9月22日 38 3 2 5

9月23日 ～ 9月29日 39 3 3

9月30日 ～ 10月6日 40 5 1 6

10月7日 ～ 10月13日 41 0

10月14日 ～ 10月20日 42 1 1

10月21日 ～ 10月27日 43 0

10月28日 ～ 11月3日 44 0

11月4日 ～ 11月10日 45 0

11月11日 ～ 11月17日 46 0

11月18日 ～ 11月24日 47 1 1

11月25日 ～ 12月1日 48 7 7

12月2日 ～ 12月8日 49 3 1 4

12月9日 ～ 12月15日 50 4 1 5

12月16日 ～ 12月22日 51 2 1 3

12月23日 ～ 12月29日 52 2 2

2020年 12月30日 ～ 1月5日 1 0

1月6日 ～ 1月12日 2 1 1 2 4

1月13日 ～ 1月19日 3 1 1

1月20日 ～ 1月26日 4 3 1 4

1月27日 ～ 2月2日 5 1 1 2

2月3日 ～ 2月9日 6 1 1

2月10日 ～ 2月16日 7 0

2月17日 ～ 2月23日 8 2 2 4

2月24日 ～ 3月1日 9 2 2

3月2日 ～ 3月8日 10 1 1

3月9日 ～ 3月15日 11 1 1

3月16日 ～ 3月22日 12 0

3月22日 ～ 3月29日 13 0

3月30日 ～ 4月5日 14 0

4月6日 ～ 4月12日 15 0

4月13日 ～ 4月19日 16 0

4月20日 ～ 4月26日 17 0

計 42 4 0 17 0 63

検体採取時期
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（2019/20 シーズン）と類似と判定されたが，

AH3 亜型ウイルス 3 株と B 型ビクトリア系統

2 株（3 アミノ酸欠損株）は抗原性が異なるウ

イルスであった． 
 

４．オセルタミビル耐性ウイルス（AH1pdm09イ

ンフルエンザウイルス）の分離 

2019 年 10 月から 2020 年 3 月までに分離さ

れた AH1pdm09 ウイルス（35 株）の NA 遺伝

子について H275Y 耐性変異の有無を調べた．

その結果，H275Y 耐性変異（A/MIE/2/2020 株）

を有するウイルスが 1 株（2.9 %）分離された

（表 2）． 
この H275Y 耐性変異ウイルスに関する疫学

情報は，2020 年 1 月（第 2 週）に北勢地域の

医療機関において，院内での集団発生事例のオ

セルタミビル投与歴のある患者より分離され

たウイルスであった． 
 
５．NA 阻害薬に対する感受性試験 

前述の H275Y 耐性変異を有する AH1pdm09
ウイルス（1 株）を国立感染症研究所インフル

エンザウイルス研究センターへ送付し，NA 阻

害薬に対する感受性試験を実施した．  
H275Y 耐性変異を有する A/MIE/2/2020 株は，

オセルタミビル，ペラミビル，ザナミビル，ラ

ニナミビルに対する IC50 値は各々414.41 nM，

20.60 nM，0.31 nM，1.46 nM で，感受性参照株

と比較してオセルタミビルおよびペラミビル

に対する感受性が低下していた．一方，ザナミ

ビルおよびラニナミビルに対しては感受性を

保持していた． 
 

６．PA 遺伝子解析による I38T/M/F 耐性変異

検出状況 

2019 年 10 月から 2020 年 3 月までに分離さ

れた AH1pdm09 ウイルス（35 株），AH3 亜型

ウイルス（4 株）および B 型ビクトリア系統（14
株）のバロキサビル耐性変異の指標である PA 
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図１ AH1pdm09ウイルス HA遺伝子系統樹解析
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遺伝子について I38T 耐性変異の有無を調べた．

その結果，I38T 耐性変異を有するウイルスは

確認されなかった（表 2）． 
７. 患者発生状況 

7.1 定点あたりのインフルエンザ患者報告数 

三重県感染症発生動向調査事業における

2019/20 シーズン（2019 年第 36 週～2020 年第

17週）までの定点あたりの週別患者報告数は，

2019 年第 40 週に流行開始の基準（定点あた

りの患者報告数 1 人以上）を超える 1.08 人と

なったが，一旦減少し，再び第 48 週に 2.69
人となり流行開始の基準に達した．2019 年第

50 週には注意報基準（定点あたりの患者報告

数 10 人以上）を超える 12.96 人に達した．そ

の後，患者報告数はさらに増加し 2019 年第

52週に本シーズンの最多の患者報告数 26.0人
となったが，以降は減少に転じ，警報基準（定

点あたりの患者報告数 30 人以上）を超えるこ

とはなかった．本シーズンは第 12 週に定点あ

たりの患者報告数 1 人を下回り流行終息とな

った． 
 

7.2 インフルエンザ定点における迅速診断 

キット測定状況 

2019 年第 36 週から 2020 年第 17 週までの県

内におけるインフルエンザ迅速診断キット測定

結果は，測定数計 36,031 人のうち 12,766 名が陽

性者であった．陽性者（12,766 名）のうち A 型

陽性者は 11,156 人（87.4 ％），B 型陽性者は

1,569 人（12.3 ％）であった．その他，AB 両陽

性者 5 人，型別不明が 36 人であった． 
 

考 察 
2019/20シーズンの三重県内の流行ウイルス

の亜型およびその動向を把握するために調査

した結果，インフルエンザ流行シーズンの前半

はAH1pdm09 ウイルスの分離・検出数が多く，

12 月以降も続いていた．例年より早く 2019 年

9～10 月に B 型ビクトリア系統が確認され，そ

の後，2020 年 1～3 月にかけて分離・検出され

た．一方で AH3 亜型ウイルスの分離・検出は

全体を通して少数で，近年の流行とは相違して

いた． 
 2019/20 シーズンに分離・検出された季節

 

●三重県分離株
（2019/20シーズン）

○ワクチン株
（2019/20シーズン）

図２ AH3亜型インフルエンザウイルス HA遺伝子系統樹解析
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性インフルエンザウイルスについて流行像を

究明するため HA 遺伝子系統樹解析を行った

ところ AH1pdm09 ウイルスと B 型ビクトリア

系統は，本シーズンの各々のワクチン株と同じ

クレードであったが，AH3 亜型ウイルスはワ

クチン株とは抗原性の異なるクレードに属し

ていたが，前シーズンのワクチン株と近縁なサ

ブクレード 3C.2a1b に属していた． 
解析した AH1pdm09 ウイルスは，全てクレ

ード 6B.1A に属していたが，近年，この 6B.1A 
内は HA アミノ酸置換（S183P）を含む 7 つの

群（183P-1～183P-7）に細分化されている．こ

のうち 183P-5 内は，さらに異なるアミノ酸置

換を有する複数の群が形成され多様化の傾向

がみられた．AH3 亜型ウイルスはサブクレー

ド 3C.2a1b に属していたが，さらに派生が進み

3C.2a1b+ 135K+137F 群に分類された．近年の

AH3 亜型ウイルスにおいても AH1pdm09 ウイ

ルスと同様に遺伝子的に多様化が進んでいる

ことからも，積極的な動向監視を行う必要があ

る．  
B 型ビクトリア系統はクレード 1A およびサ

ブクレード 1A.3 に分類されたが，本シーズン

のワクチン株と遺伝子的に異なるため，次シー

ズンの動向が懸念された． 
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流行ウイルスとワクチン株との比較では，

国立感染症研究所インフルエンザウイルス研

究センターで実施された本県の季節性インフ

ルエンザウイルス分離株（AH1pdm09 ウイルス，

AH3 亜型ウイルス，B 型ビクトリア系統株）の

中和試験および HI 試験による抗原解析による

と，AH1pdm09 ウイルスと B 型ビクトリア系

統株は，ワクチン類似株と判定されたが，AH3
亜型ウイルスは全て，抗原性の乖離がみられる

ウイルス株であったことは，次期の流行株の予

測の困難さを伺わせるものであり，さらに，近

年の AH3 亜型ウイルスと B 型ビクトリア系統

株は発育鶏卵でのワクチン製造過程で生じる

卵馴化による抗原変異 14,15）により，流行ウイ

ルスとワクチンとの乖離が見られることも課

題である． 
本シーズンのオセルタミビル耐性変異とバ

ロキサビル耐性変異を有するウイルスの分

離・検出状況は，国内では散発的に確認 16）さ

れているのみで，薬剤耐性ウイルスは流行には

至っていないものの，早期の流行把握のため継

続的な動向監視が不可欠である． 
2019/20 シーズンの三重県における集団かぜ

発生状況によると本シーズンのインフルエンザ

による集団かぜの初発は，2019 年 9 月 5 日（第

36 週）に桑名保健所管内の小学校で学級閉鎖

措置（1 年生）がとられ 13），新シーズンが開

始した．今シーズンのインフルエンザ患者報告

数は 2019 年第 40 週に流行開始の基準を超え

る 1.08 人となったが，一旦減少し，再び第 48
週に 2.69 人となり流行開始の基準に達した．

その後 2020 年第 11 週以降は，流行は終息に

至った．一方で前シーズンは 2018 年第 42 週

から 2019 年第 17 週までが流行期間（第 13 週

は 0.85 人）で，流行開始から終息までの期間

が長く，流行ピーク時の患者数も多く，本シ

ーズンの流行期間と流行ピーク時の患者数を

比較すると，本シーズンは小規模流行であっ

たものと推察される．また，三重県内における

本シーズンのインフルエンザ迅速診断キットに

よる A 型陽性者は，前シーズンの陽性者のピー

ク時と比較し，前シーズンは 3,322 人（2019 年

第 4 週）であったが本シーズンは 1,640 人（2019
年第 52 週）に減少し，同時期（第 17 週）の陽

性者数の累計においても，82 人から陽性者数 0
人に減少していた．一方で B 型陽性者数のピー

ク時は，前シーズンは 70 人（2019 年第 16 週）

から本シーズンは 295 人（2020 年第 9 週）と増

加していたものの，例年と比較し小規模な流行

であった．これらの一因として，2020 年 1 月以

降に中国湖北省武漢市 17）や国内での患者が確認
18,19）された新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）
禍において，各人のマスク着用などの自己防護

あるいはソーシャルディスタンス（密閉，密

集，密接）による感染予防対策，医療機関へ

の通院控えによる報告数の減少，および 2020 年

3 月以降の小中学校等の休校措置等が，例年とは

異なる点であり総合的な感染対策の観点からも

インフルエンザ感染者数の抑制に影響を及ぼ

したことが考えられた． 
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H275H
（感受性）

H275Y
（耐性）

H275H/Y
（感受性/耐性ｍｉｘ）

2019年 9月 8 8

10月 4 4

11月 5 5

12月 9 9

2020年 1月 6 5 1*

2月 2 2

3月 1 1

35 34 0

採取月 検査数

表２　AH1pdm09インフルエンザウイルスの
　　　 オセルタミビル耐性ウイルス検出状況

耐性マーカー(NA遺伝子）

計

*　抗インフルエンザ薬投与歴あり

 

AH1
pdm09

AH3 InfB
AH1

pdm09
AH3 InfB

2019年 9月 13 8 3 2

10月 4 4

11月 5 5

12月 11 9 2

2020年 1月 11 6 1 4

2月 7 2 5

3月 2 1 1

計 53 35 4 14 0 0 0

採取月 検査数
I 38 I

（感受性）

表3　バロキサビル耐性ウイルス検出状況

I 38 T
（耐性）

耐性マーカー(PA遺伝子）
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